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We clarify the actual situation of families in the Edo period, using a historical document 
［Kojimachi-12chome Ninbetsucho］. It turns out that more than half of families in the middle 
19th century were nuclear families. We also see an ideology of retaining families to next 
generations, in particular in families staying in the Edo for long.
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Edo residents and families around the end of the Shogunate and the 
Restoration period








































































































元治 2 慶応 2 明治 1 塩1・元治 2
家持 4 3 4 4
家守 6 6 5 13
地借 71 72 74 41
上中階層 81（56％） 81（51%） 84（59%） 58（43%）
店借 63 77 58 77
下層 63（44%） 77（49%） 58（41%） 77（57%）
世帯数 144 158 141 135
人口（人） 580 659 609 567
【表１―２】麹町12丁目名前人の職業
単位（世帯）
職業 元治 2 慶応 2 明治 1
記載なし 1 1 1
運輸 3 3 3
商売 50 48 47
渡世 9 14 10
職人 38 40 42
人足業・鳶 2 1 1
書役 1 1 1
賃仕事 4 6 6
日雇稼 15 21 17
棒手振 2 3 3
車力 2 2 2
雑業 17 18 8




配偶 元治 2 慶応 2 明治 1
有配偶 96 106 106
離・死別 4 8 8
離・死別不明 11 10 7
未婚 18 19 12
婚姻経験不明 15 15 8












































































































































































元治 2 慶応 2 明治 1
世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比
類型１ 20 13.9 21 13.3 16 11.3
類型２ 4 2.8 4 2.5 4 2.8
類型３ 68 47.2 74 46.8 61 43.3
類型４ 27 18.8 25 15.8 31 22
類型５ 24 16.7 33 20.9 29 20.6
類型６ 1 0.7 1 0.6 0 0
世帯数 144 158 141
【表２－２】麹町十二丁目　階層別・家族形態
（単位：世帯）
元治 2 慶応 2 明治 1
上中層 下層 上中層 下層 上中層 下層
1 6 14 4 17 4 12
1a 1 3 1 3 1 5
1b 5 11 3 14 3 7
2 2 2 2 2 2 2
2a 1 1 1 1 2
2b 1 1 1 2 1
3 37 31 35 39 33 28
3a 4 5 3 7 3 3
3b 26 16 26 20 25 17
3c 1 6 7 3
3d 6 4 6 5 5 5
4 17 10 16 9 22 9
4a 6 5 6 5 10 4
4b 1 1 1 1
4c 5 4 4 3 4 3
4d 3 1 4 1 6 1
4e 1 1 1
5 18 6 23 10 22 7
5a 5 2 6 2 8 3
5b 6 2 6 3 9 1
5c 6 2 8 4 3 2
5d
5e 2 3 1 2 1
6 1 0 1 0 0 0








































安政４ 文久１ 文久２ 文久３ 元治２ 慶応３ 明治２ 明治３
類型１ 6.6 8.5 7.2 8.0 10.4 13.3 6.1 6.3
類型２ 3.3 2.0 2.0 2.9 2.2 2.0 1.2 1.4
類型３ 67.0 58.0 58.8 57.7 51.9 50.7 59.4 54.2
類型４ 12.1 17.5 16.3 16.8 20.7 21.3 21.2 23.2
類型５ 10.4 13.5 15.0 13.9 13.3 11.3 10.9 13.4
類型６ 0.5 0.5 0.7 0.7 1.5 1.3 1.2 1.4















































































































なし 運輸 商売 職人 渡世 人足業 車力 雑業 賃仕事 日雇稼 棒手振 書役
1 1 1 3 1 6
1a 1 1
1b 1 3 1 5
4 1 10 3 1 1 1 17
4a 4 1 1 6
4b 1 1
4c 3 1 1 5
4d 1 1 1 1 4
4e 1 1
5 11 6 1 18
5a 5 5
5b 3 2 5




なし 運輸 商売 職人 渡世 人足業 車力 雑業 賃仕事 日雇稼 棒手振 書役
1 1 3 2 4 3 1 14
1a 2 1 3
1b 1 3 2 4 1 11
4 1 1 5 2 1 10
4a 1 3 1 5
4b 0
4c 1 1 1 1 4
4d 1 1
4e 0
5 1 2 3 6


































































3a 4（3） 5（2） 9（5）
3b 26（22） 16（10） 42（32）
3ba 1 1
3bb 25 16 41
3c 1 6（2） 7（2）
3cb 1 6 7
3d 6（5） 4（3） 10（8）
3da 5 4 9
3db 1 0 1
総計 37 31 68（46）
【表３―２】類型３世帯の職業
元治２（1865）年　（単位：世帯）
職種 上層 下層 分類 世帯数（%）
運輸 1
商業 26（38.2）商売 22 1
渡世 1 1































































































































































元治 2 慶応 2 明治 1
上・中階層 下層 上・中階層 下層 上・中階層 下層
名前人 10 6 8 10 9 9





総計 18 21 24
【表３―３―２】高齢女性人口･続柄（４月検出）
（単位：人）
元治 2 慶応 2 明治 1
上・中階層 下層 上・中階層 下層 上・中階層 下層
名前人 1 1 2
妻 5 2 4 4 4 4
母・祖母 11 12 13 12 14 5
キョウダイ 1 1 1
イトコ
オバ・メイ 1 1 1
その他・不明 1












































300413 平左衛門 64 名前人 屋根職 四谷忍町
3a 3a 3bb 養女（9）
300414 もん 67 妻 上野元黒門町
地借 3009




300014 すみ 64 妻 四谷伝馬町三丁目
地借 3065
300267 惣次郎 61 名前人 鋳物職 神田鍛冶町
3bb 3bb 3bb
養子（22）娘（35）
300268 いよ 64 妻 四谷仲町
地借 3121 300521 伴蔵 64 名前人 荒物商売 相模国高座郡淵野辺村 3bb 3bb 3bb 忰（18）娘（13）
家持 3139
300592 吉五郎 62 名前人 土方人足請負 上野国邑楽郡北大嶋村
3d→欠落
5月欠落
300593 むめ 70 母 浅草寺寺中智光院地内
地借 3069 300281 彦五郎 66 名前人 豆腐商売 相模国大住郡土屋村 4b 4b 4b 養子（41）に嫁取
地借 3078 300322 政右衛門 73 名前人 鳶日雇 渋谷宮益町 5b 5b→5a 5a 忰（31）に嫁取 世代継承
地借 3063 300259 万吉 63 名前人 仕立職 尾張国名古屋駿河町 5b 5b→3b 5b 忰（29）に嫁取 忰離縁→再婚
地借 3123
300531 善吉 71 名前人 青物商売 三河国碧海郡八田村
5b 5b 5b
忰（43）に嫁取・
娘（46）同居300532 こよ 68 妻 武蔵国多摩郡雑色村
地借 3134




一家同居300572 せき 62 妻 亀井町
店借 3012 300046 与助 65 名前人 時之物売 越後国頸城郡下条村 3a 3a 抹消
店借 3136
300586 久蔵 63 名前人 日雇稼 武蔵国多摩郡砂川村
3a 3a 3a
300587 なを 61 妻 武蔵国多摩郡中藤村
店借 3021
300094 作右衛門 71 名前人 時之物売 武蔵国多摩郡野沢新田
3bb 3bb 3bb
娘（39）按摩
300095 かよ 65 妻 武蔵国多摩郡野沢新田
店借 3048 300196 太左衛門 67 名前人 時之物売 能登国鹿島郡古城村 3b→1b 1a 抹消 忰（28）・死亡
店借 3064 300264 丑五郎 61 名前人 乗物職 麹町2丁目 3bb 3bb 3bb 忰（23）
店借 3059 300246 清五郎 64 名前人 髪結職 越後国蒲原郡横田村 5b 5b→4a 4a 娘（24）孫（4）死亡・娘に婿取




階層 家番号 個人番号 名前 年齢 続柄
職業
（  ）は名前人職業





地借 3062 300258 ちよ 66 母 （足袋職）
下野国梁田郡足利大門
村
3da 3da→4a 4a 忰（49）と同居 忰に嫁取
地借 3101 300420 みよ 68 義母 （荒物商売） 武蔵野国豊島郡下村 4a 4a 4a
娘夫婦世帯に同
居
地借 3143 300611 きよ 68 母 （洗張職） 神田紺屋町二丁目 4a 4a 4a
忰夫婦世帯に同
居
地借 3159 300654 たか 69 母 （古着商売） 武蔵国都筑郡茅崎村 4a 4a 4a
忰夫婦世帯に同
居
地借 3165 300681 みと 67 母
（餅菓子商
売）
信濃国水内郡芹沢村 4a 4a 4a
忰夫婦世帯に同
居
地借 3122 300528 たき 69 母 （鰹節商売） 麹町十二丁目 4c 4c 4c
忰夫婦世帯に同
居＋嫁の姉同居
地借 3130 300555 その 73 オバ
（陸付問屋･
馬宿渡世）
武蔵国多摩郡殿ヶ谷村 4d 4d 4d
メイ夫婦世帯に
同居
地借 3039 300160 もと 67 義母 （古着商売） 武蔵国児玉本庄宿 5a 5a 5a
娘夫婦世帯に娘
（40）と同居




地借 3118 300511 さた 81 祖母
（小間物商
売）
















店借 3029 300125 もよ 61 名前人 賃仕事 渋谷道玄坂 1a 1a 1a
店借 3020 300093 やえ 63 母 （日雇稼） 青山新町三丁目 3da 3da 抹消 忰（43）と同居





店借 3124 300539 かつ 62 母 （時之物売） 難波町 3da 3da 3da 忰（48）と同居










店借 3058 300245 とみ 73 母 （日雇稼） 武蔵国多摩郡中野村 4a 4a 抹消
忰夫婦世帯に同
居
店借 3097 300408 いそ 75 母 （日雇稼） 美濃国大野郡上礒村 4a 4a 4a
忰夫婦世帯に同
居
店借 3150 300629 ゑつ 65 母 （棒手振） 麻布龍土材木町 4a 4a 4a
忰夫婦世帯に同
居
店借 3017 300076 いよ 62 母 （日雇稼） 越前国坂井郡出町 5a 5a 5a
忰夫婦世帯に娘
（25）と同居



















































































































用 ─ 」（『 目 白 大 学 総 合 科 学 研 究 』 第10号、
2013）を参照されたい。
３）ハメル-ラスレット分類法に関する文献として
は、E.A.ハメル-P.ラスレット「世帯構造とは何
か」（速見融編『歴史人口学と家族史』、藤原書
店、2003）を用いた。
４）史料の絶対的不足は、高木正朗「書評『江戸と
大坂　─近代日本の都市起源─』」（『人口学研究』
第30号、日本人口学会、2002年）が、都市史研
究に共通する一般的難問として指摘している。
５）「東京大小区分絵図　第三大区六、九、十小区」
（東京都新宿区教育委員会編『地図で見る新宿区
の移り変わり─四谷編─』人文社、1983）所収版。
６）本稿の表では、明治元年を明治１と表記して
いる。
７）「麹町十二丁目人別帳」では、「家持・直家守」、
「地借・直家守」「地借・外家守」と、家守の屋
敷所有状況が記録される。「直家守」は居住する
町屋敷の家守役、「外家守」は居住する屋敷とは
別の屋敷の家守役の意である。
８）前掲［吉田1992］は、麹町十二丁目に四谷地
区の古着小売のセンターがあったと推定する。
元治２年４月時点で､ 古着商売を生業とする世
帯は16世帯、職業カテゴリー「商売」38世帯の
４割強を占める。
９）表中、「なし」が一世帯いる。家持・大助後家
きみ
4 4
で、きみ
4 4
には職業の記載がない。
10）天保期の触書に、「其日稼之者取調目当」が列
挙される（『江戸町触集成　第12巻』塙書房、
1999、同書触番号12582）。主な職業は、棒手振、
日雇稼、手間賃稼ぎ、賃仕事、道心者、振り売
り、下細工などである。
11）家族類型５に分類される世帯では、名前人夫
婦に加えて、一組以上の夫婦が同居する。実際
の有配偶者数は、配偶率算出基準値（＝有配偶
の名前人の数）より大きくなる。
12）拙稿［早川2008a］「幕末・維新期における江
戸町方住民の実態　─「四谷塩町一丁目人別帳」
を史料にして─（『目白大学総合科学研究』第５
号、2008）
13）総務省統計局『平成22年国勢調査』 
（http：//www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/）
14）鬼頭宏『人口から読む日本の歴史』（講談社、
2000）は、信濃国湯舟沢村の宗門改帳を史料に
して江戸中期の村落の婚姻率を調査している。
同調査によれば、明和８（1771）年の有配偶率
は、直系家族の男69％、直系家族の女72％に達
しており、有配偶率の高さを指摘している。
15）H-L分類法を近世日本における家族形態の分
類に適用した場合の問題点、修正については、
高木正朗「家族分類スキームと宗門改帳」（『日
本研究』国際日本文化センター紀要 第12集、
1995）、高橋美由紀『在郷町の歴史人口学』（ミ
ネルヴァ書房、2005）等を参照した。また、［岡
田あおい1999］により、修正ハメル･ラスレッ
トモデルが提案されている。岡田あおい「労働
力安定装置としての直系家族世帯」（『帝京社会
学』第９号、1996）。
16）［早川2008a］では、【近世都市住民　H-L分
類法】を用いて、四谷塩町一丁目住民世帯を分
類し、その適合性を実証した。
17）前掲［南和男1978］、［鬼頭宏2000］などによる。
18）［早川2008a］「幕末・維新期における江戸町
方住民の実態　─「四谷塩町一丁目人別帳」を
史料にして─」（『目白大学総合科学研究』第５
号、2009）
19）３世帯は、地借・新左衛門・10歳・両替渡世
（父・新兵衛後見）、地借・豊次郎・８歳・奉公
人口入渡世（父・助左衛門後見）、店借･もよ・
61歳・賃仕事である。
20）速見融編『近代移行期の人口と歴史』（ミネル
ヴァ書房、2002）、同『近代移行期の家族と歴
史』（ミネルヴァ書房、2002）、落合恵美子『徳
川日本のライフコース─歴史人口学との対話』
（ミネルヴァ書房、2006）などを参照。
21）高木正朗「都市町内のPopulation Dynamics」
（『立命館産業社会論集』第25巻第１号、1989）、
拙稿［早川2008b］「幕末・維新期における江戸
町方住民の移動─「四谷塩町一丁目 人別書上」
の分析を通して─」（『目白大学人文学研究』第
３号、2008）。
22）人別帳の記録項目には、住民の出生地がある。
多くの場合、出生国のみ記録される。「麹町十二
丁目人別帳」の記録項目には、出生国・出生町
（村）・親の名前と続柄の三点が揃っている。こ
の記録を使って、世帯主や妻の出生町、子ども
がいる世帯では子どもの出生町から、世帯の移
動状況（移動の軌跡）を追跡することができる。
23）大串夏身「明治前期四谷区の物産について」
（『東京都新宿区教育委員会編『地図で見る新宿区
の移り変わり─四谷編─』人文社、1983）所収。
24）平井晶子『日本の家族とライフコース─「家」
生成の歴史社会学』（ミネルヴァ書房、2008）
早川　雅子34
は、ライフコース研究という方法で近世家族の
実態を考察する。
25）この設定は、［浜野2007］による幕末京都に
おける人口構造の分析に準じたもので、現代と
比べて５歳低い指標である。浜野潔「幕末期京
都の人口構造とライフコース」（『関西大学経済
学部論集』第56巻第４号、2007）。後に、同『近
世京都の歴史人口学研究　─都市町人の社会構
造を読む─』（慶応義塾大学出版会、2007）に再
録。
＊本稿は、日本学術振興会平成27年度科学研究費
補助金（基盤研究Ｃ：課題番号26370084　近代
への過渡期の民衆道徳における「孝」の展開と
都市住民の実態）による研究成果の一部である。
